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市政だより（広報あつぎ）
第１号発行
　市の取り組みやまちの話
題を届けている「広報あつ
ぎ」は、市が誕生した翌年に
「厚木市政だより」として創刊
されました。昭和32年に現在
のタブロイド判に変更。昭和
46年から毎月２回発行し、現
在に至ります。

米国・ニューブリテン市と友好都市を締結
　自治体や市民間での交流により世
界平和と文化の向上につなげるた
め、国内外を通じて初めて友好都市
を締結しました。
　その後、59年に中国・揚州市、60
年に秋田県横手市、平成17年に韓
国・軍浦市、北海道網走市とも締結。
文化、教育、スポーツなどの幅広い分
野で交流を続けています。

七沢自然教室オープン 
　自然あふれる環境の中で寝
食を共にし、心豊かな人づくりを
目指す施設としてオープンしまし
た。市内の小中学生などが野
外炊事や自然観察、天体観測、
工芸品作りなどを楽しみながら
学習しています。
　名称は、平成17年に現在の
「七沢自然ふれあいセンター」
になりました。
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昭和39年10月
東京五輪開催
　世界最大のスポーツの
祭典である五輪が東京
で開催されました。市内か
らは、五輪の聖火リレーに
厚木高校陸上部の生徒
が市代表として参加。国
内での五輪開催は、人々
のスポーツへの関心を高
めました。

「五輪はアスリートにとって最高の舞台」 
桝本久夫さん（70・愛甲）
　東京五輪で、柔道の競技
前に模範演技を披露しまし
た。世界各国から集まった
大観衆を前に、五輪の偉大
さを実感してとても緊張した
ことを覚えています。
　現在、体育協会の役員として市のスポー
ツ振興に関わっています。目標に向かって一
生懸命努力する子どもたちの姿は、とても頼
もしいです。厚木の地で力を付けたアスリー
トたちが、2020年の東京オリンピック・パラリン
ピックの舞台で活躍することを楽しみにして
います。

工場誘致条例を制定

5万人目の市民誕生

消防本部、消防署を開設

東京五輪開催

もぐり橋が開通

東名高速道路が開通

第1回市民マラソン開催

一番街で歩行者天国開始

寿町に消防新庁舎が完成

10 万人目の市民誕生

第1回市民 朝市開催

本厚木駅新駅舎が完 成

第30回あつぎ鮎まつり開催

本厚木駅北口がリニューアル

文化会館がオープン

15万人目の市民誕生

小田急線本厚木駅ビルが完成

ニューブリテン市と友好都市を締結

地下道・バスセンター完成

揚州市と友好都市を締結

厚木シティプラザ全館オープン

厚木サンパークオープン

市制30周年記念厚木マラソン開催

横手市と友好都市を締結

七沢自然教室（現・七沢自然
ふれあいセンター）オープン

環境センター完成

市政だより第1号発行
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数字で見るあつぎ今昔

　「あつぎ」の地名が資料に登
場するのは、1338年。地名の由
来は、木材の集積地だったこと
から「アツメギ」が変化した説や、
アイヌ語の「ヤオロケシ（寄木）」
から名付けられた説があります
が、定説にはなっていません。
　江戸時代には、相模川船運
の中継地や大山への街道の宿
場町、商人町として繁栄しまし

幕末頃の厚木の街並み 幕末から明治初期の飯山

振り返る
広報あつぎで

　私たちが暮らす厚木市の成り立ちや歴史を知っていま
すか。「広報あつぎ」は創刊以来、市の取り組みやまちの話
題を、分かりやすく、丁寧に市民の皆さんに届けてきまし
た。1200号の節目に、あらためて市の60年の足跡をたど
ります。　　　　　　　　　　   問広報課☎225-2040

昭和編

厚木サンパークオープン
　昭和60年４月に厚木バス
センターの上にオープンしま
した。美しい絵タイルが張
られた広場やベンチがあり、図書館を訪れた人
やショッピングを楽しむ人の憩いの場になってい
ます。
　国民的な音楽グループ「いきものがかり」も、デ
ビューした平成18年にライブを開催しています。

文化会館オープン
　市制20周年を記念し、市の文化
芸術の拠点として整備されました。
落成を記念し、相模人形芝居をはじ
めとした郷土芸能の公演や三波春
夫歌謡ショーなどが開催されました。

「人形芝居は地域の誇り」 
相模人形芝居長谷座顧問・山口朋彦さん（81・長谷）
　江戸時代に伝わった相模人形芝居は、庶民の娯
楽として親しまれてきた伝統芸能です。文化会館が完
成したころは、国による重要無形民俗文化財の指定
を受けた時期（昭和55年）と重なり、多くの公演をこなしていました。
　文化会館の舞台は広く、地域の集会所や祭りの舞台とは勝手が違
い、戸惑ったことを覚えています。小ホールができた時に相模人形芝
居を上演するための舞台構造ができたことも、この芸能の重要性を表
すものだと思います。先人から受け継いだ郷土の誇りを、地域の皆さ
んに支えていただきながら永く残していきたいです。

数字で見るあつぎ今昔

第1回厚木市民朝市を開催
　第１次オイルショックによる物価高が続く中、
市内の農産物を市民に直接販売し生活の
安定につなげようと、県下初の朝市として旧
厚木小学校跡地で始まりました。
　その後、イトーヨーカドー駐車場に会場を

移し、平成
12年から現
在の文化会
館駐車場で
毎週日曜の
早朝に開催
しています。

「朝市は直売の先駆け」 
遠藤好男さん（84・小野）
　市民朝市には、１回目から出店
しています。当時、市内に直売所
などはなく、野菜は全て市場に出
荷していました。朝市をきっかけ
に、育てた野菜に自分で値段を付け、直接お客さん
に売る楽しさを知ることができました。今では自分で
も直売所を設け、育てた野菜は全て直売です。
　農業や朝市は厚木の魅力の一つです。これか
らも、皆さんにおいしい地場産の野菜を届けるため
に、毎日勉強、毎年１年生の気持ちで農業に取り組
んでいきます。

第30回あつぎ鮎まつり
　鮎まつりは、終戦間もない昭和20年代に始まりました。花火大会は、疲弊
した市民の心に、夢や希望を与えました。昨年は市制60周年を記念し、全
長500㍍にも及ぶ大ナイアガラ（下写真）も披露されるなど、
今も多くの人の心を引き付けています。

昭和60年4月15日号

昭和53年11月1日号

「思い出に残る花火を作りたい」 和田吉二さん（75・棚沢）
　鮎まつりには、花火の製造、打ち上げの企画・演出などで
開始時から関わってきました。初めは数百発程度だった花
火大会は、人気の上昇とともに年々規模が拡大し、今では
約1万発を打ち上げる大花火大会へと成長しました。
　花火師として大切にしているのは「観客の視点
に立った花火づくり」です。時代の移り変わりに
よって、観客が花火に求めるものも変化していま
す。楽しみに来てくださる皆さんの良い思い出と
なるよう、最高の花火大会を追求していきます。

もぐり橋が完成 
　もぐり橋は、30年にわたり厚木市と海老名市を
結んでいた相模小橋の通称です。通称は、増水

すると水中にもぐり、通行できなく
なることに由来しています。大き
な台風で流されてしまうこともあ
り、両市が交替で整備費用を負
担していました。自動車の転落
事故が起きるなどの理由から、
平成８年にあゆみ橋に架け替え
られました。

昭和52年10月1日号

昭和58年7月1日号

昭和62年6月15日号

た。関東大震災では大きな被害
を受けましたが、目覚ましい復興
を遂げ、昭和２年には小田急線
が開通。養蚕やアユ漁などの産
業を中心に発展しました。
　昭和30年２月１日、厚木町と南
毛利村、睦合村、小鮎村、玉川
村が合併して厚木市となり、後に
相川村、依知村、荻野村を編入
し現在に至ります。
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米国・ニューブリテン市
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厚木シティプラザ全館オープン 
　本厚木駅東口の厚木シ
ティプラザが、中央図書館、
ヤングコミュニティセンター、
子ども科学館が入った複合
施設としてオープン。教育や
文化の拠点として、幅広い
年代に利用されてきました。
　平成21年7月には、500万
個の星を投影できる「コスモ
シアター」も完成し、さらに充
実した施設になりました。
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8127世帯
（昭和30年10月1日）

9万6396世帯
（平成27年1月1日）世　帯

2.8人
（昭和32年1月～8月)

4.73人
（平成26年1月～8月)出生1日平均

1.6組
（昭和32年1月～8月)

3.11組
（平成26年1月～8月)婚姻1日平均

9870人
（昭和31年)

14万7004人
（平成25年度)

本厚木駅乗降
者数１日平均

1億6023万円
（昭和30年度）

763億3859万円
（平成25年度）歳入決算額

56.5㎢
（昭和30年2月1日)

93.83㎢
（平成26年2月1日)面　積

3万1295人
（昭和30年2月1日）

22万5133人
（平成27年1月1日）人　口

号号昭和60年4月15日号号

本厚木駅北口
リニューアル 
　厚木市の玄関口
に当たる本厚木駅
北口広場が、装い
も新たに生まれ変
わりました。樹木や噴水に加
え、シンボルとして「若き心」と
題したブロンズ像が設置され
ました。
　平成22年には、交番が北口
広場に設置され、より安心安
全で快適な厚木の玄関口とし
て多くの人を出迎えています。

ます もとひさ  お

よし  お

きち  じ

とも ひこ

平成編へ

厚木市が誕生するまで厚木市が誕生するまで

昭和40年代後半の北口広場
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荻野運動公園オープン 
　自然と文化の調和した施
設を目指し整備されました。
陸上競技場とテニスコートに
続き、体育館、プール、多目
的広場、野草園も完成。大
会やレクリエーションなど、ス
ポーツ活動の拠点として利用されています。
　平成27年度中には、近隣に「（仮称）健康こども
の森」が完成します。

広報あつぎ「自然歳時記」連載スタート 
　学芸員の吉田
文雄さんが、身近
に息づく動植物の
営みを記す連載
コーナーです。平
成5年に始まり、現
在は毎月15日発行
号に掲載。季節の
花や植物、鳥、昆
虫などのありのまま
の姿を記録し、自
然の美しさや命の
尊さを伝えています。

　まちの基盤が整った昭和から、時代は平成に変わります。
広報あつぎも平成4年から表紙がカラーになりました。

「自然と共生するまちに」
吉田文雄さん（71・飯山）
　雄大な大山がそびえる
東丹沢から広がる豊かな
山林と、相模川などの水

辺には多様な動植物があふれ、生命の豊
かさを感じさせてくれます。自然歳時記で
は、こうした厚木を取り巻く自然環境が人間
や生物にとって掛け替えのないものである
ことを伝えていきたいと思います。
　厚木市は、四季折々の美しい表情を見
せる自然と、先人がつくり上げた文化が融
合するまちです。いつまでも自然と共生する
まちであってほしいと願います。

かながわ・ゆめ国体開催  
　県内の全市町村で競技
が開催されました。厚木市
ではソフトテニス、ソフト
ボール、弓道を実施。多くの
市民が「市民協力員」とし
て大会をサポートしました。

「盛り上がった国体」
大木緑さん（54・相模原市）
　弓道競技は、荻野運動公園に特設弓
道場が造られ実施されました。出場できる3選手の一
人に選考されたのは、妻田東児童館で指導員をして
いた時のことです。開催地在住の選手として出場できる
ことがとてもうれしかったです。開会式では旗手として
先頭で入場したことも良い思い出です。
　厚木市は弓道が盛んな地域です。私も市弓道協
会所属の選手として、全日本選手権での上位進出を
目指し練習に励んでいきます。

あゆコロちゃん誕生 
　あゆコロちゃんは、市の魅力をＰＲするマスコットキャラクターと
して誕生しました。851点の応募から選ばれたデザインを考案し
たのは平井遥さん。ふるさとのイメージを膨らませ、頭にアユを載
せたやんちゃなブタの男の子を生み出しました。

「ずっと愛されるキャラクターに」 平井遥さん（27・林）
　生まれ育った特別なまちだからこそ自分が手掛けたいと思い、厚木の魅力が一
目で伝わるようにモチーフ満載でデザインしました。今や市外、県外でも大活躍のあ
ゆコロちゃん。皆さんの「厚木を盛り上げたい、厚木の魅力を伝えたい」という気持
ちが、あゆコロちゃんを育ててくれたように思います。これからも厚木のPR隊長とし
て、皆さんに愛されるキャラクターでいてほしいと願っています。

東日本大震災が発生 
　3月11日の震災発生後、市では消
防隊員や職員の派遣、基金を活用
した物資支援など被災地の要望に
合わせた支援を実施しました。いつ
起きてもおかしくない災害に備えるた
め、震災の教訓を生かし、地域防災
計画も見直しました。
　学校や少年野球など、市民間で
始まった交流は今も続いています。

消
用
に
つ
た
災

で

圏央厚木インターチェンジ（IC）新設 
　圏央道の開通に伴い、市内に圏央厚木ICが新
設されました。市内の交通渋滞解消や、利便性の向
上による地域経済の活性化などが期待されていま
す。開通に先立って開催された「圏央道あつぎウ
オーク2013」では、約1万6000人の参加者が真新し
い道路でのウオーキングを楽しみました。
　平成26年8月には、厚木パーキングエリアへのス
マートインターチェンジの連結が許可されました。トイ タ チ ジ 連結が許可されました。

アミューあつぎオープン 
　中心市街地のにぎわい創
出を目指し、商業施設と公共
施設の複合施設としてオー
プン。魅力ある店舗や映画
館に加え、文化芸術、生涯
学習、子育て支援の拠点と
しての機能も備え、幅広い世
代が交流できる施設です。

用されています

ぼうさいの丘公園オープン 
　備蓄倉庫などを備え、災害時
には広域避難場所となる公園と
して整備されました。自然散策
路や子ども向けの遊具もあり、
普段は多くの親子連れなどで
にぎわっています。
　平成26年には、市内の芸術
家などが手掛けた彫刻を設置
し「あつぎ素敵美術館」として
の一面も加わりました。

B－１グランプリin厚木 
　B級グルメの頂点を競う「B－１
グランプリin厚木」が、首都圏で初
めて開催されました。のべ2600人
の市民ボランティアが43万5000
人の来場者をもてなしました。
　平成20年の大会では「厚木
シロコロ・ホルモン探検隊」が優
勝し、厚木の名が全国に広まり
ました。

新斎場オープン 
　下古沢に最新の設備を備え
オープン。1日最大16件の受け入
れが可能な火葬炉6基と、通夜・
告別式ができる二つの葬儀式場
を併設し通夜、告別式から火葬ま
での一連の儀式を執り行えます。
　平成25年には、神奈川建築コ
ンクールで優秀賞に輝きました。

B
　
グ
め
の
人

シ
勝
ま

然歳時記」連載スタ ト 
田
近
の
載
平
現
行
の
昆
ま
自

あつぎ市民ふれあい都市宣言
　厚木市は、先人のたゆまぬ努力により、自然と調和する都
市として発展してきました。そして今、少子高齢化の進展や
価値観の多様化により、人と人との関係が変化し、市民相
互の絆がより大切になっています。
　私たち一人一人が地域に関心を持ち、日頃から助け合
い、市民協働により、身近な課題に取り組むことで、笑顔で
暮らせる安心・安全なまちをつくることができます。
　家庭や地域で思いやりの心を育み、ふるさと厚木を世代
を超えて愛し、誇れるまちとするため、ここに「市民ふれあい
都市」を宣言します。

ふれあいの家庭づくり
　家族との絆を深め、人を思いやる豊かな心を育み、ぬくも
りのある「心ふれあう家庭」をつくりましょう。
ふれあいの地域づくり
　地域に暮らし、働き、学ぶ中で、地域活動の輪を広げ、み
んなで支え合う「心ふれあう地域」をつくりましょう。
ふれあいのまちづくり
　人とのつながりの輪を広げ、希望に満ちた、未来に輝く
「心ふれあうまち厚木」をつくりましょう。

　多くの先人の皆さまが情熱を込めて育て
てきた厚木市が、60周年を迎えました。豊か
な自然や歴史、文化、そして人々の愛情があ

ふれるまちへと発展を遂げてきた厚木市。市制記念日には、
そんなふるさと厚木を、世代を超えて愛し誇れるまちであり続
けるため「あつぎ市民ふれあい都市宣言」を全国に発信しま
した。人と人とのつながりを見つめ、光り輝く希望に満ちたま
ちの未来を描き、市民の皆さまと共に県央の雄都にふさわし
いまちづくりを進めていきます。

問企画政策課☎225-2590

 

20万人目の市民が誕生 
　昭和30年の市制施行当時3万1295
人だった市の人口は年々増加。昭和
48年9月に10万人を越え、平成3年7月
2日には20万人に達しました。
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セーフコミュニティ（SC）の認証を取得 
　安心安全なまちづくりに市民協働で取り組み、WHO（世界
保健機関）が推奨するSCの認証を国内3番目に取得しました。
　清水小学校が、安全な教育環境づくりに取り組む学校に
与えられるインターナショナルセーフスクールの認証を国内2番
目に取得するなど、より安心安全なまちづくりに向けた取り組
みが、市内各地で広がっています。
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ターチェンジ（IC）新設

「厚木を魅力あるまちに」 
片倉剛史さん（23・下依知）　
　誕生した私が偶然にも20万人目の
市民になったことに、家族みんなで喜ん
だと母親から聞きました。駅前の風景も
年々変化し、活気のあるまちに成長してきたと感じます。
　いま、私は厚木市職員として働いています。生まれ育っ
たまちに深く関われる仕事に喜びを感じながら、業務に取
り組んでいます。厚木のことをもっと深く知り、魅力あるまち
づくりに携わっていきたいと思います。

tvk（3ch）2月1日 18時30分～
あゆチャンネル（11ch）
２月１日①12時45分～②15時30分～③18時～
２日 18時15分～   ３日 18時30分～   ４日 19時45分～
５日 18時～          ６日 18時15分～   ７日 18時30分～
８日 12時45分～   14日 15時30分～   15日 15時45分～
21日 12時45分～   22日 15時30分～   28日 15時45分～

問広報課☎225-2040

平成3年7月15日号

光り輝く未来へ向けて
厚木市長 小林常良
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平成26年４月１日号

27年

③18時

厚木市の60年の歩みを写真や映像で紹介します。
記念誌「NEXT STAGE 明日へのかけ橋」
【閲覧場所】

【放送日時】

市政情報コーナー（兼販売）、
中央図書館、公民館など
記念番組「光輝く未来へ」
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小学校給食配膳員（臨時職	
員）登録者を募集
　《勤務場所》玉川・相川・戸室・愛
甲・森の里・戸田小学校《賃金》時給
900円《勤務時間》10時～15時（4時間）
《採用時期》欠員が生じ次第。申履
歴書に必要事項を書き、直接また
は郵送で〒243-0034船子602-7南
部学校給食センター☎225-2652へ。
	
北部学校給食センター給食調
理補助員（臨時職員）を募集
　《対象》市内在住で18歳以上の方
若干名《内容》中学校給食の調理
補助や食器類の洗浄《勤務場所》北
部学校給食センター（三田172）《勤
務時間》①8時30分～15時15分②
13時～17時15分《期間》4月初旬～7
月下旬の平日（更新あり）《賃金》
時給980円。申市販の履歴書に必
要事項と希望勤務時間を書き、写
真を貼って、2月12日（必着）までに
直接または郵送で〒243-0211三田
172北部学校給食センター☎225-
2653へ。2月18日に面接を実施。
	
市立病院「春のインターン	
シップ」を募集
　《実施日》3月20・24日、9時～15
時《対象》看護学生各日10人程度
《体験内容》生活援助、治療処置
介助などの見学、体験。申申込書
（市立病院ホームページからダウ
ンロード可）に必要事項を書き、
郵送またはファクスで2月20日（必
着）までに、〒243-8588経営管理課
☎221-1570・薨222-7836へ。抽選。
	
ファミリー・サポート・	
センター提供会員を募集
　《対象》市内在住で子どもの一
時的な預かりや保育施設への送迎
などができる方。申公民館にある
入会申込書に写真2枚を添えて、3
月4日までに直接、ファミリー・
サポート・センター（あつぎ市民
交流プラザ8階☎225-2933）へ《講
習会》3月11・12日（全2回）、10
時15分～17時。あつぎ市民交流プ
ラザ。託児あり（1歳以上5人。2
月24日までに要予約。先着順）。
育児援助（有料）を希望する依頼

会員も随時募集。公募 340010
	
市民ふれあいマーケット	
出店者募集
　《日時》3月8日、10時～14時（雨
天の場合は15日）《会場》厚木中
央公園《内容》家庭で不用になっ
た物の販売《対象》市内在住の方
130店舗（高校生以下は不可）《出
店料》500円。申往復ハガキに〒住
所、参加者全員の氏名、日中に連
絡が取れる電話番号、販売品目、
返信先、自動車の使用の有無（車
種とナンバー）を書き、2月13日（消
印有効）までに〒243-8511環境政
策課☎225-2749へ。抽選。 141014
	
斎場敷地内看板の広告主を募集
　《募集期間》2月1日～28日《掲
載開始》5月1日《募集枠》7枠《価
格》1万5000円～（価格競争）。問
斎場☎281-8595。
	
不登校相談会
　2月7日、13時～16時30分。小田原
市生涯学習センターけやき（小田
原市）。不登校で悩む児童・生徒や
保護者が対象の相談会、不登校経
験者による座談会、フリースクー
ル活動紹介など。無料。申当日直
接会場へ。問県子ども教育支援課
☎045-210-8292。 241010
	
あつぎ地区看護職合同就職相談会
　3月1日、10時～16時。あつぎ市民
交流プラザ。厚木地区の13病院が一
堂に会する就職相談会（キッズス
ペースあり）。看護職を目指す方、子
育てや休職中で職場復帰を考えて
いる方。申当日直接会場へ（Eメー
ルに相談会名、氏名、電話番号を書
き、2月27日17時までに送信した方
には、当日粗品を進呈）。問厚木地
区看護部長会・中村☎228-8458・e-
mail=m-nakamura@tomei.or.jp。
	
マルチメディアデイジー
図書を貸し出し
　音声と一緒に文字や画像が表示
されるデジタル図書「マルチメ
ディアデイジー」の絵本や児童書
の貸し出しを始めます《対象》市
内在住在学で、身体障害者手帳ま

たは療育手帳をお持ちの方。問中
央図書館☎223-0033。
	
老人福祉センター寿荘などが移転
　老人福祉センター寿荘と総合福
祉センターの高齢者関連室が移転
します。現在の施設は3月15日まで
利用できます。利用には、団体登録
が必要です《移転先》シティプラザ
5・6階《移転日》4月1日《団体登録》
市内在住の60歳以上の方で構成さ
れた団体《抽選会》4月分は2月9日、
寿荘2階大広間で実施《利用料》無
料。問高齢福祉課☎225-2224。
	
市有地を売却します
　《売却物件》①飯山4233番1②戸
田337番3ほか1筆③恩名4丁目1350
番3ほか1筆。申2月9日～18日に財
産管理課☎225-2089へ。
	
本厚木駅連絡所臨時休業
　2月18・19日は電気設備点検のた
め、証明発行・連絡所業務は休業し
ます。連絡所内の観光案内所も休
業します。問市民課☎225-2110。
	
国民年金保険料は口座振替で
　国民年金保険料の納付は、納め
忘れがない口座振替が便利です。
現金納付より割引額が大きい「早
割制度」「6カ月・1年・2年前納」もあ
ります。申納付書または年金手帳、
通帳、金融機関届出印を持ち、直接
金融機関または厚木年金事務所
（栄町1-10-3）へ。4月分以降の前納
は、2月末日までにお申し込みくだ
さい。問厚木年金事務所☎223-7171。
	
雨水を公共下水道管（汚水	
管）に流さないで
　雨水を公共下水道管に流すと、汚
水が道路上にあふれるなど浸水被
害の原因になります。絶対に流さ

ないでください。公共下水道管に雨
水を接続している方は、切り離して
宅地内での処理に切り替えてくだ
さい。なお、市内には雨水と汚水が
流せる合流区域や、雨水管が埋設
されている分流区域もあります。
詳しくはお問い合わせください。
問下水道総務課☎225-2362。
	
改正土砂災害防止法に基づ	
く基礎調査結果の公表
　「土砂災害警戒区域・特別警戒区
域」の基礎調査結果を県・市ホーム
ページで公表しています。厚木土木
事務所、市役所、公民館でも閲覧で
きます。問危機管理課☎225-2190。

《パブリックコメント》
■（仮称）里地里山保全等促進計画
　《閲覧期間》2月7日～3月9日《閲
覧場所》環境政策課、市政情報コー
ナー、あつぎ市民交流プラザ、公
民館、本厚木・愛甲石田駅連絡所、
総合福祉センター、中央図書館、
市ホームページ《応募資格》市内
在住在勤在学の方または市内で活
動する個人・法人・団体《応募方
法》閲覧場所にある用紙を備え付
けの「わたしの提案」箱に投函す
るか、直接または郵送、ファクス、
Eメールで〒243-8511環境政策課
☎225-2746・薨223-1668・e-mail=
3100@city.atsugi.kanagawa.jpへ。
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市民農園の利用者を募集
《対象》①依知ファミリー農園3区画②下川入ファミ
リー農園5区画③山際A農園5区画④三田B農園2区画⑤
三田C農園5区画⑥小野D農園9区画⑦飯山H農園2区画
《利用期間》4月～平成29年2月末
《面積》①②30平方㍍③～⑥16.5平方㍍⑦33・66平方㍍
《対象》市内在住在勤在学の方（1世帯1人まで）
《費用》1カ月①②550円③～⑥350円⑦600・1200円
申〒住所、氏名、電
話番号、希望する
農園・面積を書き、
2月20日（必着）ま
でにハガキ、ファ
クスで〒243-8511
農業政策課☎225-
2800・薨223-0174
へ。抽選。

参加者
募集

広報番組の ガ イ ド

放送時間（15分）　　　①12時～②19時30分～③22時45分～

番組はホームページ動画配信 CATV放送開始後に配信あつぎ元気Wave

あゆチャンネル（11ch）

あつぎ 元気Wave

ケーブルテレビ ◆市制60周年記念番組2月1日～15日
厚木市が歩んだ60年をあゆコロちゃんと振り返ります。

検 索

※�内容や時間を変更す
る場合があります。

2月

　　　3月29日　①11時～　ジュニア（中学生以下）の部
　　　　　　　　②14時30分～　一般の部
　　　飯山白山森林公園・桜の広場ステージ
　　　各部2～30人程度のグループ20組
　　　（小学生以下の参加には引率者が必要）
　　　ヒップホップ、チア・フラダンス、よさこいなど
　　各部門の上位チームに景品を進呈
　　　　　1組5分以内　　　　　1組1000円
　　　　　　3月5日　19時～
申電話またはファクス、Eメールに部門、チーム名、人数、
代表者（引率者）の氏名、年齢、〒住所、電話番号、Ｅメー
ルアドレス、ダンスの内容を書き、2月20日（必着）までに
〒243-8511観光振興課☎225−2820・薨223-0174・e-mail=
3850@city.atsugi.kanagawa.jpへ。抽選。 申130682

日時

会場
対象

内容
賞
演技時間
事前説明会

参加費

自分で野菜を育てよう

家族で野菜作りを楽しめる華やかなステージでパフォーマンス

あつぎ飯山桜まつりダンスコンテスト
桜に囲まれたステージで、自慢のダンスを披露しませんか。

厚 木 の 春 を 彩 ろ う

市の表彰
　1月15日号で紹介した方と合わ
せて表彰されました（敬称略）。
《スポーツ表彰》テニス▶飛鳥井光治、
山下昭男。問秘書課☎225-2001。

あつぎ健康相談ダイヤル２４
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市役所への郵便物は「〒２４3-8511厚木市役所◯◯課」で届きます。申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話番号　 ＝ファクス番号　 申＝ウェブでの申し込み可

	
2月の青春劇場スケジュール
　7日=唄う！青春劇場カラオケ
大会（ゲスト・椿はるな）。15時
～16時。定員100人。入場料500円。
２8日=あつぎ青春劇場落語会（出
演・古

こ

今
こん

亭
てい

志
し

ん八
ぱち

）。11時～12時
30分。定員100人。入場料500円。
　いずれも会場はアミューあつぎ
9階ホール112。申当日直接会場へ。
問商業にぎわい課☎225-2840。
	
斎場施設見学会
　2月20日、①10時30分～②13時
30分～。市斎場（下古沢548）。施
設の見学と葬儀の説明。現地集合。
各回定員50人。無料。申2月1日～
15日に斎場☎281-8595へ。先着順。
	
エコ・アップ・あつぎ	
「ソーラークッカー体験」
　3月7日、14時～15時30分。あつぎサ
ンパーク（バスセンター2階）。ソー
ラークッカーを製作し、太陽熱エ
ネルギーでゆで卵を作る。市内在
住在勤在学で小学生以上の方20
組。無料。申電話またはファクスに

〒住所、参加者全員の氏名、年齢、
人数、電話番号を書き、2月1日か
ら環境政策課☎225-2749・薨223-
1668へ。先着順。 申141711
	
環境市民学習講座「地球温暖化防止
～ライフスタイルを見直そう！～」
　3月7日、14時～15時30分。総合福
祉センター。身近な商品や毎日の
食事など、生活の中でできる地球
温暖化防止対策を紹介。市内在住
在勤在学の方24人。無料。参加者
全員にマイ箸プレゼント。申電話
またはファクスに講座名、〒住所、
氏名、電話番号を書き、2月23日ま
でに環境政策課☎225-2749・薨
223-1668へ。抽選。 申141710
	
日本赤十字社の講習
■災害時高齢者生活支援講習
　3月8日、13時30分～16時30分。災
害時の高齢者の支援方法などを学
ぶ。15歳以上の方30人。無料。 141664
■健康生活支援講習
　3月14・15日、9時～17時。高齢
者の健康な生活を支援するための
知識や介護方法などを学ぶ（検定

合格者に認定証を交付）。15歳以
上の方24人。900円。 141622
　いずれも会場は総合福祉セン
ター。申し込みは、往復ハガキに
講習会名、〒住所、氏名（ふりが
な）、性別、生年月日、電話番号、市
外の方は勤務先または学校名を書
き、2月13日（必着）までに〒243-
8511福祉総務課☎225-2200へ。抽
選（市内在住在勤在学の方を優先）。
	
スポーツメンタル	
トレーニング講演会
　2月28日、14時～15時30分。荻野
運動公園（中荻野1500）。「プロアス
リートが実践するメンタルトレー
ニング」がテーマの講演。市内在住
在勤在学の中学生以上の方70人。
無料。申ハガキ、ファクス、Eメー
ルに講座名、〒住所、氏名（ふりが
な）、年齢、電話番号を書き、2月15
日（必着）までに〒243-0039温水西
1-27-1市体育協会☎247-7212・薨
248-7151・e-mail=info@atsugi-
taikyo.or.jpへ。抽選。 申141654
	
あつぎスポーツアカデミー「キッズ	
★コーディネーショントレーニング」
　3月15日、10時30分 ～11時30分。
あつぎ市民交流プラザ。運動神経
を高めるトレーニング。3～6歳の
未就学児20人。無料。申ハガキ、
ファクス、Ｅメールに講座名、〒住
所、保護者氏名、参加者氏名（ふ
りがな）、年齢、電話番号を書き、
2月15日（必着）までに〒243-0039
温水西1-27-1市体育協会☎247-
7212・薨248-7151・e-mail=info@
atsugi-taikyo.or.jpへ。抽選。
	
オストメイト社会適応訓練	
活動の相談会健康教室
　2月15日、13時30分～16時30分。
イオンモール大和（大和市）。皮膚・
排泄ケア認定看護師の講演、グ
ループ懇談、個別相談など。人工
肛門・ぼうこう保有者と家族など。
無料。問日本オストミー協会神奈
川支部☎0466-45-4216。
	
子育てアドバイザー講習会
　3月11・12日（全2回）、10時15分
～17時。あつぎ市民交流プラザ。

市内在住で地域の子育て支援にボ
ランティアとして関わりたい方20
人。無料。託児あり（1歳以上5人。
要予約。先着順）。別に保育所実
習（半日）が必要。全課程修了者
に認定証を交付。申2月24日まで
に子育て支援センター☎225-2922
へ。抽選。 申141655
	
アンチエイジングヨガ
　3月4日、19時～21時。あつぎ市民
交流プラザ。若さを保つためのヨ
ガ講座。市内在住在勤在学で18歳
以上の方30人。1900円。申ハガキ、
ファクスに講座名、〒住所、氏名
（フリガナ）、年齢、電話・ファクス
番号を書き、2月8日（必着）までに
〒243-0018中町3-16-1勤労者福祉
サービスセンター☎206-4151・薨
206-4611へ。抽選。 申600230
	
ラテアート教室
　3月7日、13時～15時。サンフェイ
ス（中町1-8-4）。エスプレッソコー
ヒーと泡立てたミルクでカフェラ
テに絵を描く。市内在住在勤在学
の方10人。3200円。筆記用具をお持
ちください。申直接、電話または
ファクスに講座名、〒住所、氏名、
年齢、電話番号を書き、2月13日ま
でに勤労者福祉サービスセンター
☎206-4151・薨206-4611へ。抽選。
	
終活セミナー～老後を豊
かに過ごすために～
　3月7日、14時～16時。あつぎ市
民交流プラザ。人生の終わりをよ
り良く迎えるために、相続や遺言
などを学ぶ。市内在住在勤の方20
人。無料。申電話またはファクス
に講座名、〒住所、氏名、年齢、
電話番号を書き、2月13日までに
勤労者福祉サービスセンター☎
206-4151・薨206-4611へ。抽選。
	
ターゲット・バードゴルフ教室
　2月14日（雨天時は15日）、13時
～16時。及川球技場（及川1-17-
1）。ターゲット・バードゴルフの
体験（用具の貸し出し可）。市内
在住在勤の方。無料。申当日直接
会場へ。問市ターゲット・バード
ゴルフ協会・小島☎228-0300。

フォトコンテスト作品
　　　自然風景部門、人物風景部門
　　�グランプリ（各部門1人。賞状、盾、商品券1万円分）
優秀賞（各部門2人。賞状、盾、商品券5千円分）

　　入賞（各部門3人。賞状）
　　　①応募者が市内在住在勤在学②平成26年4月1日以降
に市内の公園・緑地などで撮影③未発表④デジタル加工して
いない⑤肖像権などを解決している―の全てを満たす作品
　　　八つ切り以上にプリント
申公園緑地課、公民館にある応募用紙（市ホームページか
らダウンロード可）を作品の裏面に天地同じ方向で貼り、
直接または郵送で3月13日（必着）までに〒243-8511公園
緑地課へ。各部門1人1点まで。

「花と緑のステージ」出場団体
　　　コーラス、ダンス、演奏など
　　　　　1団体10分以内
申公園緑地課または公民館にある申込書
（市ホームページからダウンロード可）に
必要事項を書き、3月13日（必着）までに
直接または郵送、ファクス、Ｅメールで
〒243-8511公園緑地課薨225-3027・e-mail
＝4800@city.atsugi.kanagawa.jpへ。抽選。
出展者

　　　　無料
　　　市内にある企業や学校など
申2月20日までに公園緑地課へ。抽選。

　「広報あつぎ」をスマートフォン
から閲覧できるサービスを始めま
す。最新号の発行もいち早くお知ら
せします。ぜひご利用ください。

� をアプリで配信

問広報課☎225-2040

第41回　厚木市緑のまつり
4月18・19日　厚木中央公園

　自然との触れ合いなどを表現した写真のほか、ステー
ジでパフォーマンスを披露する団体、緑化や環境活動を
ＰＲする出展者を募集します。 問公園緑地課☎225−2412

タウンガイド

２月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

3月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

マイタウンクラブ

www.mytownclub.com
［携帯電話は末尾に/cpを］

印の番号でウェブ上からも、詳
しい情報をご覧いただけます。
「 申」と記されたものは、ウェ
ブ上から申し込みができます。

部門 演目

対象

賞 出演時間

出展料

対象

規格

《閲覧方法》
　スマート
フォンで、ア
プリケーショ
ン「ｉ広報紙」
をダウンロー
ド（無料）し、
厚木市を登録。

いつでも手軽に情報確認

スマホで見る広報紙 まつりの主役になろう



この「広報あつぎ」は、再生紙を使用しています。不用になりましたら、資源回収にお出しください。

　投票できる方は、平成７年２月16日までに生まれ、選挙人名簿に登録され
ている方です。投票の可否は次の通りです。当日の投票は指定された投票
所でお願いします。

■投票所
　入場整理券に記載します。市ホームページでも確認できます。

■期日前投票
　投票日に用事などで投票所に行けない方は、期日前投票ができます。投
票所は次の通りです。

■投票所入場整理券
　入場整理券は、２月７日（土）ごろまでに世帯主に郵送します。封筒に
世帯員分（最多６人）が入っていますので、各自氏名を確認の上、投票
所へお持ちください。期日前投票をする方は、事前に入場整理券の裏面の
期日前投票用請求書（兼宣誓書）に必要事項を書き、期日前投票所にお
持ちください。万一届かない場合や紛失した場合でも、投票所で係員に申
し出れば投票できます。

■選挙公報
　２月11日（水）ごろの新聞（朝日・神奈川・産経・東京・日経・毎日・読
売の各朝刊）に折り込んで配布するほか、２月12日（木）ごろから公民館
などの公共施設、駅構内、郵便局、農協支所などで配布します。市ホー
ムページには２月11日（水）ごろに掲載します。

■不在者投票
　選挙の当日、仕事や旅行で市外に滞在中、病気や出産などで入院中な
どの場合は、次の方法で不在者投票ができます。
①市外滞在中の方
　本人が、滞在地から厚木市選挙管理委員会へ投票用紙を請求し、交
付を受けてから滞在地の選挙管理委員会で投票してください。
②指定病院などに入院（入所）中の方
　県選挙管理委員会が指定した病院などに入院（入所）中の方は、病院
などで投票できます。詳しくは、指定病院などでお尋ねください。

■郵便による不在者投票
　身体に重度障がいがある方で次の表に該当し、事前に郵便投票証明書
の交付を受けている方は、自宅などで投票できます。２月11日（水）までに、
郵便投票証明書を添えて厚木市選挙管理委員会に投票用紙を請求してく
ださい。郵送で投票用紙が届いたら、必ず自分で候補者名を書き、〒243-
8511厚木市選挙管理委員会宛てに郵送してください。詳しくはお問い合わ
せください。

問厚木市選挙管理委員会☎225-2490

区分 投票の可否
市外から
転　　入

平成26年11月７日までに
転入手続きをした方 可

市内で
転　居

平成27年１月24日までに
転居手続きをした方

可
（新住所地で）

平成27年１月25日以降に
転居手続きをした方

可
（旧住所地で）

市外へ
転　出

平成27年２月15日までに
市外に転出した方

否
ただし、２月９日～15日に
転出する方は投票できる場
合があります。

（1月1日現在）

厚木市
の

人　口 ※65歳以上、外国人市民は住民基本台帳による9万6396世帯 −前月比47世帯増−

22万5133人（男11万7050人、女10万8083人） 
−前月比7人増−

●6 5 歳以上＝4万9721人（男2万3270人、女2万6451人）
●外国人市民＝5581人（男2768人、女2813人）

人　口

世帯数

「広報あつぎ」では、自主財源確保のため広告掲載事業を実施しています。広告掲載の申し込みは㈱相鉄エージェンシー☎045-450-1804へ。

厚木市長選挙
２月８日告示

2月15日（日）
　　７時～20時

投票
日時

期日前投票所
期　間 ２月９日（月）～14日（土）

場所・時間

市役所本庁舎　８時30分～20時
依知北公民館 
荻野運動公園体育館　　 ９時～20時南毛利公民館
厚木シティプラザ ｝

障がい等の区分 障がい等の程度

身体障害者手帳
両下肢・体幹・移動機能 １級または２級

心臓・腎臓・呼吸器・膀胱・直腸・小腸 １級または３級
免疫・肝臓 １級～３級

介護保険の被保険者証 要介護状態区分 要介護５

日時　２月15日（日）　20時50分〜
会場　荻野運動公園体育館　サブアリーナ

投・開票速報は市ホームページで閲覧できます。

開票

上依知
小学校藤塚中学校

藤塚藤塚

北小学校

山際

至相模原

依知北
公民館

129

依
知
北
公
民
館 荻野

運動公園

鳶尾団地

　　荻野
運動公園

宮の里

稲荷木

荻野川

荻野運動
公園入口412

至愛川町
荻
野
運
動
公
園
体
育
館

厚木
シティプラザ

アミュー
あつぎ

厚木バス
センター

本厚木駅
至新宿

厚
木
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

スポーツセンター入口

南毛利
公民館

南毛利
小学校入口

南毛利
スポーツ
センター 南毛利小学校

スポーツセンター入口

高坪入口 至市街

南
毛
利
公
民
館


